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2成分形シリル化アクリレート系シーリング材
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このたび、藪内理事長の勇退を受けまして理事長に就任させていただくこととなりま

した関西シーリング工業㈱の萬谷誠と申します。

このような大役を仰せつかるには、誠に微力ではございますが、当組合の皆様方、並

び賛助会員様、なにわ会員様、また、関係団体各位のご協力を仰ぎながら、組合運営に

邁進していきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

藪内理事長におかれましては、平成23年４月に理事長に就任され、以来、組合の発展

のための努力を積み重ねられ、その発展に大きく貢献していただきました。誠に、あり

がとうございました。

藪内理事長が敷いて下さったレールをより太いものにできるよう、微力ですが頑張り

たいと思いますので、引き続きご指導いただきますよう、よろしくお願いいたします。

さて、昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が残る中、国による全国旅行支援

の実施や入国制限緩和等により一部持ち直しの動きが見られるなど、感染予防と経済活

性化の両立に向けた対応の具体化が進んだ一年となりました。

その一方で、多くの中小企業・小規模事業者において、長引くコロナ禍の影響に加え、

原材料やエネルギー資源の高騰、最低賃金の大幅引き上げ、価格転嫁やインボイス導入、

さらには人材の確保・育成、事業継続力強化、事業継承等、様々な課題への対応に追わ

れ、依然として厳しい経営環境が続きました。

建設業界におきましても、業界からの若者離れ、建築従事者が高齢化のため技術の伝

承が出来なく技術者や技能者の確保・育成問題がまだまだ続いております。

しかしながら、近年のシーリング防水業界におきましては、建築物の高層化、構造の

複雑化、建築材料の多様化等により、シーリングの果たす役割は益々重要度を増してお

ります。

新任あいさつ
理事長　 萬　谷　　　誠

(関西シーリング工業株式会社)

新理事長就任挨拶
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このような状況の中、当組合はシーリング防水作業の技能検定を実施しております。

この働きは、多くのシーリング技能士を輩出し、業界発展の一端を担っていると考え

ます。

今後も、今まで以上に充実した講習会や勉強会の開催を計画していくことでシーリン

グ防水施工技術の発展を促進させてまいります。

まだまだ厳しい現状ではありますが、皆様方のご協力のもと、ものづくり企業として

「品質のこだわり」お客様により高い満足を提供でき、社会に貢献できる組合を目指し

ていきたいと思います。

これまでと同様に皆様方からより一層のご支援、ご指導を賜りますようよろしくお願

い申し上げまして、新任のご挨拶とさせていただきます。

新理事長就任挨拶
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組合員の皆様におかれましては、組合運営に一方ならぬ深いご理解を頂戴し、心より
感謝しております。
組合の理事長在任中は、大変お世話になりました。未熟な点、至らぬ点や迷惑をおか
けしてしまった事など多々あったであろうかとは思いますが、皆様からの温かな御協
力に支えられ無事に乗り切ることができました。皆様からいただいた、やさしい気遣や、
さりげない配慮は忘れません。心より御礼申し上げます。
在任期間中は、多くの思い出深い出来事や組合運営の発展にお力添えできましたこと
は皆さまのご理解ご指導の賜物と重ねて深く感謝すところでございます。
又、総会に御列席下さいましたご来賓、組合員の方々、技術員の育成を目指してシー
リンググランプリの開催での、他シ協の方々には多大なご協力、ご支援を頂きまして深
く深く感謝しております。
組合会員の皆様は、私と同様経営者で様々情報交換など他の方から学ぶことも多くて
勉強に成りました。私の息子と同じような年ごろの方とも交流があり会議などで話合い
をしたことも感慨深い出来事の様に思いだされます。
近年３年間は、コロナ感染落ち着くことなくマスク生活をし、行事に参加して頂ける
方の為コロナ感染対策を行い安全面に気を付け開催しましたが、例年通りの運営が出来
ず大変でした。現在はマスク強制もなく普段と変わりない生活にもどり、組合運営も少
しずつ平常にもどりつつ、色々な講習会など開催出来る様になりましたので、組合活動
も潤ってくると思います。
今後は一組合員として、微力ながらこれまでの経験を生かし、組合の発展のために尽
力する所存ですので、今後とも従来とおりの交誼を賜りますようお願い申し上げます。
理事長退任するに当り、お世話に成りました皆様方の今後のご健康、ご活躍を祈念い
たしますと共に、退任のご挨拶と致したいと存じます。

退任の挨拶
藪　内　俊　則
(阪南工業株式会社)

理事長退任挨拶
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この度、副理事長を拝命しましたシーレックスの竹田幸平です。日頃は組合員の皆様、
関係諸団体の皆様には大変お世話になりありがとうございます。
さて、５月８日に新型コロナの位置づけが５類に移行し一気に日常が戻りました。業
界の展望を見ますと、関西地方は万博や大阪IRが控えこれから活況が予想されますが、
2024年問題が大きな影響を及ぼすと考えます。2024年問題とは、これまで職人が休日出
勤や残業をする事で補填してくれていた、天候や現場都合による突然の休業や突貫対応、
そんな現場の無理や無駄が全てコストとなって我々一次業者に降り掛かってくる問題で
す。ですが、これをそのまま中小零細の私たちが負担してしまっては業界発展に繋がり
ません。施主・元請・一次、誰がどのコストを負担するのか、公平で持続可能な解決策
を模索する事が重要と考えます。世の中の賃金動向を見ますと、大阪の最低賃金は現在
1,023円、30年前は620円だったので実に65％の上昇です。しかし、建設業界の賃金はこ
の30年横ばい、変成15＊10が500円から65％増の825円に上昇していれば、私たちの業界
が人手不足に悩む事は無かったはずですが、残念ながらそうはなりませんでした。簡単
な事ではありませんが、私たち組合員が力を合わせてこの業界をより良くし、次代に引
き継ぎたいものです。
私は、関シ協に大変感謝をしています。社会に出て悩みが尽きず悶々としていたその
頃に、青年部会に入会して初代会長の大一防水工業の上田正義さん始め、自分とよく似
た境遇で頑張る仲間たちに出会えた事で、視界が一気に広がり心が救われましたし、薮
内直前理事長の元で12年間理事として活動させて頂く中で、多くの学びを頂く事ができ
ました。更には、京都シール＊現シーレックスの倅として育った私は、「シールで育て
て貰った」というシール業界への恩義が根底にあります。
これまで頂いたご縁とご恩に報いる為にも、萬谷理事長をお支えし業界発展に少しで
も貢献できる様頑張りたいと思いますが、副理事長職を預かるにはまだまだ若輩で力不
足です。どうか引き続き、組合員の皆様、関係諸団体の皆様に変わらぬご指導ご鞭撻を
お願いしまして、就任のご挨拶とさせていただきます。

副理事長就任挨拶
竹　田　幸　平

(シーレックス株式会社)

新役員理事・新担当理事の抱負
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今年度、専務理事を拝命しました株式会社寝屋川シールの西原でございます。
前年度まで６期12年にわたり、理事長を勤められました薮内前理事長に変わり、今年
度から萬谷理事長がかじを取られます。新理事長を筆頭に我々は、この12年間に積み上
げられてきた当組合の実績を引き継ぎつつ、新しいことにもチャレンジしていく年度に
なろうかと存じます。
さて、第８回まで当組合が主体となって開催してきましたS-1グランプリにおきまし
ては、前年度から日本シーリング工事業協同組合連合会（日シ工連）主催による催しと
変化を遂げました。前年度はそのスタイルとしてはまだまだ手探り状態でしたが、今年
度からS-1グランプリにおける組織の組み換えも行われ、さらなる充実した活動となる
べく肉付けが行われていくと思われます。とはいえ、この活動の発案及び先導者である
私たち関シ協の誇りを維持しつつ、これからも日シ工連様と手に手を取りながら、バー
ジョンアップしたS-1グランプリに育てて参ります。組合会員様方々におかれましても、
ご理解のほどお願い申し上げます。
また、フューチャー会もコロナ禍が明け、精力的に活動を再開しております。主たる
活動としましては、SNS配信による当組合の認知度アップを掲げ広報活動の拡大を目標
としております。今年度から関シ協の理事会にも、フューチャー会会長が加わります。
密な関係性を保ちながら、若い力を存分に発揮して頂き、その関係性から生み出される
相乗効果に期待するところでございます。
さらに出前授業におきましても、引き続き民間建設学校様とタイアップを続け、私た
ちの業界に足を踏み入れようとしている若者へ手を差しのべると共に、ゆくゆくは当組
合への就職の結びつけを行って参りたいと考えています。
他にも様々な組合活動、委員会活動が活発化していくものと思われますので、皆様方
におかれましては、引き続きのご協力、ご理解のほどいただけますよう何卒よろしくお
願い申し上げます。

専務理事就任挨拶
　 西　原　芳　博

(株式会社寝屋川シール)

新役員理事・新担当理事の抱負
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この度、薮内前理事長退任に伴い萬谷理事長新体制の元、総務担当理事に就任させて
頂く事となりました株式会社ムツミ技研の小西功倫です。
関西シーリング工事事業協同組合の理事として今まで運営調査委員担当理事、活路開
拓委員担当理事（シーリングGP担当）を経験させて頂きました。今回、担当させて頂
く事となった総務委員会は協同組合全般の運営、年間予算の会計、総会・親睦懇親会等
の企画運営に携わって行く重要な委員会として認識しております。組合員皆様が充実で
き満足して頂ける組合活動が出来る様、頑張って取り組んで行く所存です。
新型コロナウイルス拡散の影響を受け活動自粛、行動制限が続きましたが昨今、規制
も緩和され新しい時代になって行くものと思われます。リモートワークの導入による業
務の効率化、働き方改革に伴う週休二日制、AIの進歩による簡素化・人員削減等、経
済の動きも変わってきました。しかし我々が携わっているシーリング工事、又建設専門
工事は第一線ではやはり人によるもので成り立っています。同じ事業に関わっている者
同士が共存共栄できる関係、相談し合えて協力し合える仲間作りができる組合になるよ
うに努力して参りたいと思います。
まだまだ微力ではございますが今後の協同組合またシーリング業界のお役に立てるよ
う精一杯務めて参りますので今後ともご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。

総務担当理事 挨拶
　 小　西　功　倫
(株式会社ムツミ技研)

新役員理事・新担当理事の抱負
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　今回から日本シーリング工事業協同組合連合会の主催となりました全国シーリンググ
ランプリが尼崎リサーチインキュベーションセンターで令和５年３月25日に開催されま
した。
　関西地区の24人をはじめ、東北、東日本、中部、富山、中国、四国、九州地区から予
選を勝ち上がった17人を含む総勢41人が参加しました。また、各地区から来賓として各
組合理事長らが出席されました。

■関西地区予選

　午前中は関西地区予選が行われ、藪内理事長が開会に際して、
　「皆様、おはようございます。
　 　４年ぶりとなります全国シーリンググランプ
リが開催されます。
　 　決勝に向けて関西から６名決勝に進出してい
ただきます。
　 　ぜひとも、頑張って頂きたいと思います。
　 　また、全国の各シ協の理事長をはじめ役員の
方々も来られていますので、『関西ここにあり』という技を見せていただきたいと思
います。
　 　今日一日、よろしく、お願いいたします。」
　と挨拶されました。

　この後、日シ工連をはじめ各シ協来賓紹介、引
き続き、タイムスケジュールの説明、競技内容の
説明が行われ、関西予選がスタートしました。
　参加者24人は、渡された図面を基に１時間20分
の制限時間の中で作業開始です。

開会あいさつ（藪内理事長)

関西予選

全国シーリンググランプリ開催
特  集

特　集
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　工程、仕上げ、施工時間の長さなど厳しい審査が行われました。
　結果、以下の６人が予選を勝ち抜き、午後の決勝へと進出しました。
　　・徳重　満久（徳重商会）
　　・福嶋　宏祐（㈱恩田工業）
　　・深江　裕治（㈱大協建材）
　　・田邉　健太（棚田建材㈱）
　　・福田　祐介（㈱東光商会）
　　・松下　孝雄（㈱テン）

■決勝戦

　午後から決勝戦が行われました。決勝戦には午前中に行われた関西予選を勝ちぬいた
６人と東北、東日本、中部、富山、中国、四国、九州地区のそれぞれの予選を勝ちぬい
た代表者17人の総勢23人での競い合いとなりました。

決勝進出者23名

　１　佐藤　　元　　㈱イニテ工業所　　　　東北シーリング
　２　佐藤　　純　　㈲クマプロ　　　　　　東北シーリング
　３　鈴木　　仁　　㈱ベーシック　　　　　東日本シーリング
　４　岡島　誠也　　㈱ベーシック　　　　　東日本シーリング
　５　神田　　誠　　㈱青木工業　　　　　　東日本シーリング
　６　中澤　孝博　　㈱マサル　　　　　　　東日本シーリング
　７　鈴木　雅啓　　㈱マサル　　　　　　　東日本シーリング
　８　榊原　卓哉　　㈱ノダキシーアンドシー　中部シーリング
　９　加藤　雄二　　大信工業㈱　　　　　　中部シーリング
　10　本間　　勝　　大信工業㈱　　　　　　中部シーリング
　11　河南　敏夫　　堀越コーキング㈱　　　富山シーリング
　12　隅川　元気　　㈱ツキタニ工業　　　　中国シーリング
　13　川本　　聖　　理　建㈱　　　　　　　中国シーリング
　14　枡田　　樹　　㈱ナカバリコート　　　四国シーリング
　15　都合　裕一　　㈱ムトウ　　　　　　　九州シーリング
　16　篠崎　　勝　　橋口工業㈱　　　　　　九州シーリング
　17　古賀原健児　　橋口工業㈱　　　　　　九州シーリング

関西予選上位入賞者６名

特　集



－　 －9

　18　徳重　満久　　徳重商会　　　　　　　関西シーリング
　19　福嶋　宏祐　　㈱恩田工業　　　　　　関西シーリング
　20　松下　孝雄　　㈱テ　ン　　　　　　　関西シーリング
　21　福田　祐介　　㈱東光商会　　　　　　関西シーリング
　22　深江　裕治　　㈱大協建材　　　　　　関西シーリング
　23　田邉　健太　　棚田建材㈱　　　　　　関西シーリング

　決勝戦の開始にあたり、日本シーリング工事
業協同組合連合会の苅谷会長から「シーリング
工事はあまり知られていない職業だが、建物に
はなくてはならない重要な仕事。もっと一般の
人にシーリングという仕事を知って関心を持っ
てもらい、多くの若い人たちにこの業界に入っ
てほしい。また、職人の皆さんが切磋琢磨する
ことで業界の発展につながります。」とご挨拶
がありました。

　決勝は６種類の目地が複合する難しい架台を用
いて行われたため、確かな実力のある決勝進出者
さえ「どこから手を付けたらいいのわからない」
と話すほどの難台であったが、時間制限のある中
で、ハイレベルな競い合いが繰り広げられた。

　厳正な審査の結果、優勝は徳重満久氏（徳重商
会）、準優勝は福田祐介氏（㈱東光商会）、第三位
は松下孝雄氏（㈱テン）となり、結果として関西地区が上位を独占する形となりました。

■入賞者のコメント

　・徳重　満久 氏（徳重商会）
　　「 このたび、グランプリ優勝という輝かしい栄誉にあずかり、ありがたく思います。

第６回大会で優勝した時も嬉しかったですが、今回の優勝もまた別の喜びがあり
ます。日頃から真摯に仕事に向き合ってきたことが今回の結果につながったと思

あいさつ（苅谷会長)

決勝架台

特　集
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います。大会へ送り出して応援してくれた方々に感謝し、今後も精進してまいり
ます。」

　・福田　祐介 氏（㈱東光商会）
　　「 自分としては100点満点の仕上げが出来たと思います。常に妥協せず、少しでも

良い施工を、と突き詰めてきたことが評価されたと嬉しく思います。今後も自分
を厳しく律して、仕事に取り組んで参ります。」

　・松下　孝雄 氏（㈱テン）
　　「 前回に続いて同じ順位で悔しい気持ちもありますが、入賞を素直に喜びたいと思

います。評価あっての職業なので、今後もお客様のためになるよう、さらに技術
を磨いていきます。」

準優勝（福田祐介氏) 第３位（松井孝雄氏)優勝（徳重満久氏)

■総　括

　協議終了後に行われた表彰式では表彰状授与、優勝旗授与の他上位３人には副賞とし
て金一封も併せて授与されました。
　また、審査員による総評に加えて全国各シ協の理事長からも競技終了にあたりお言葉
を頂きました。

・東北シーリング工事業協同組合　　高橋　真里 理事長
　「 久々の開催となったが、技能レベルが高く、素晴らしい仕上がりが数多く見受けら

れた。本大会を契機に今後も切磋琢磨して、より成長していただきたい。」

・東日本シーリング工事業協同組合　　出水　裕之 理事長
　「 今回、初めて東日本から５人が参加した。予選、本戦のカリキュラム、そして採点

特　集
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方法など随所に積み重ねられてきた工夫が見られ、運営委員の並々ならぬ熱意が感
じられた。」

・静岡県シーリング工事業協同組合　　小倉　隆史 理事長
　「 残念ながら今回は当組合から参加した選手はいなかったが、素晴らしいものが見ら
れた。次回以降は前向きに参加を検討したい。」

・中部シーリング工事業協同組合　　宮崎　　純 理事長
　「 若手技能者の育成と確保を目的とした、シーリング業界の地位向上を図る素晴らし
いイベントを堪能できた。」

・中国シーリング工事業協同組合　　槻谷　秀典 理事長
　「 難易度が上がったにも関わらず、参加者は素晴らしい仕上げを見せてくれた。その
レベルの高さに驚かされた。」

・九州シーリング工事業協同組合　　橋口　律雄 理事長
　「 決勝は甲乙つけがたかった。運営委員や参加者の熱意を強く感じた。九州は最高４
位だったが、これからも参加したい。」

　そして、最後に今回の実行委員長である西原芳博総務担当理事から「全国各シ協の皆
さんには素晴らしい技量を発揮していただき、また、感動を与えていただきまして、あ
りがとうございました。そして、この大会が今後、後進の指導に役立てて、後世にこれ
を引き継いでいくよう、祈念いたしまして大会の締めの言葉とさせていただきます。」
と挨拶があり、全国シーリンググランプリは無事終了しました。

集合写真

特　集
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第45回通常総会・懇親会開催
令和５年５月26日・ホテルモントレ大阪

　令和５年４月19日に開催通知を各組合
員に文書により通知し、第45回総会を開

催しました。
　第一部総会は
竹田幸平専務理
事の司会で藪内
俊則理事長から
開催に際して挨
拶があり、続い
て議長に坂中

宗洋理事が選出され議案審議に入りまし
た。
・開催の年月日
　令和５年５月26日
　午後５時から午後６時
・開催場所
　ホテルモントレ大阪
　　14階「ベルヴェデーレ」
１ ．理事・監事の数及び出席理事・監事
の数並びにその出席方法
　　理　事　数　13人
　　出席理事数　13人（本人出席）
　　監　事　数　２人
　　出席監事数　２人（本人出席）
１．組 合 員 数　69人
１．出 席 者 数　68人
　　（本人出席37人、委任状出席31人）

出席理事の氏名

　藪内　俊則、三橋　一弘、萬谷　　誠、
　伊藤　昌宏、竹田　幸平、森本　美文、
　志水利一郎、坂中　宗洋、竹内　芳雄、
　西原　芳博、小西　功倫、家本　浩志、
　蛎崎　龍徳
出席監事の氏名

　木寺　玄太、光山　一龍
１．議長の氏名
　　坂中　宗洋
１ ．議事録の作成に係わる職務を行った
理事の氏名
　　坂中　宗洋

第１号議案

　令和４年度事業報告及び決算関係書類
承認の件
　議長は、事務局長に令和４年度（自令
和４年４月１日至令和５年３月31日）に

藪内理事長・挨拶

総会　風景

通常総会
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おける当組合の事業状況を報告させ、下
記の書類を提出してその承認を求めまし
た。
　１．事業報告書
　２．財産目録
　３．貸借対照表
　４．損益計算書
　５．剰余金処分案
　次いで木寺玄太及び光山一龍の両監事
は、上記の書類を綿密に調査したところ、
いずれも正確かつ適正であると認められ
た旨を報告しました。
　ここにおい
て総会は、満
場異議なくこ
れを承認しま
した。

第２号議案、第３号議案

　第２号議案　令和５年度事業計画
（案）および令和５年度収支予算（案）
及び第３号議案令和５年度賦課金の額及
び徴収方法決定の件承認の件
　議長は、事務局長に第２号議案と関連
する第３号議案を詳細に説明させた後、
その可否を議場に諮ったところ、満場一
致でこれを承認可決しました。

第４号議案

　役員改選の件
　議長は、本組合の令和３年５月21日就
任の理事・監事の全員が本定時総会の終

結と同時に任期満了になり、改選の必要
がある旨を述べその選挙方法につき、指
名推選制をとりたいと議場に諮ったとこ
ろ、全員異議なく賛成しました。議長は
指名推選制の賛成を得たので、選考委員
の選出方法を議場に諮ったところ、議長
一任と決定しました。
　議長は、選考委員に内田雅之、笹崎伸
司、山﨑雄三、信川靖司、平井正法を指
名し、選考委員は別室において選考に入
りました。
　選考の結果、次の者が指名推選された
旨選考委員長から報告されました。
　理　事　　萬　谷　　　誠
　　同　　　藪　内　俊　則
　　同　　　三　橋　一　弘
　　同　　　竹　田　幸　平
　　同　　　西　原　芳　博
　　同　　　森　本　美　文
　　同　　　志　水　利一郎
　　同　　　坂　中　宗　洋
　　同　　　竹　内　芳　雄
　　同　　　小　西　功　倫
　　同　　　家　本　浩　志
　　同　　　蛎　崎　龍　徳
　　同　　　福　重　　　誠
　監　事　　木　寺　玄　太
　　同　　　光　山　一　龍
　議長は、上記被指名人をもって当選人
とするかどうかを議場に諮ったところ全
員異議なく可決承認しました。
　なお当選者は即時就任を承諾しました。

監査報告

通常総会
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　そのあと、第一回理事会が別室で開催
され萬谷誠氏が新理事長に就任されまし
た。
　就任の挨
拶に立った
萬谷理事長
は「前理事
長が注力さ
れてきた組合の運営を適正に、また、積
極的に進めていきたい。新しい体制で今
後も事業を推進していくので、各位のご
協力を請う」と抱負を述べられました。

　議長は、他に審議及び質問事項はない
か議場に諮ったところ、他に審議、質問
事項はなく、第45回通常総会の議案全部
の審議を議了しました。
　最後に三橋一弘副理事長の閉会挨拶で、
総会は終了いたしました。

　続いて第二部は、西原芳博理事が司会
進行で来賓各位、組合員、賛助会、なに
わ会のメンバーとともに、以下の式次第
により懇親会が開催されました。

○式次第

　１．開会挨拶　萬谷理事長が挨拶
　２．新役員紹介　萬谷理事長から紹介
　３．来賓紹介
　４．祝電披露
　５．乾　　杯
　６．新入会員紹介
　７．大阪府知事表彰紹介
　８．シーリンググランプリ入賞者紹介
　９．フューチャー会　新役員紹介
　10．中締の挨拶「三橋副理事長」
　冒頭、萬谷新理事長から挨拶と新役員
の紹介がありました。

　続いて、石川博孝参議院議員の挨拶、
そして日本シー
リング材工業会
新大阪支部長の
中村武彦氏から
挨拶があり、併
せて乾杯のご発
生をいただき懇親会がスタートしました。
　暫し歓談のあと、㈱大木技研が昨年の
７月から新入会員となった旨の紹介があ
り、続いて、藪内俊則理事長へ「大阪府

萬谷新理事長　挨拶

関シ協新役員

石川参議院議員・挨拶

新役員報告

通常総会
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知事表彰」が中央会の中谷連携支援課長
より授与されました。

　その後、３月25日に開催された全国
シーリンググランプリの入賞者紹介で、
優勝、準優勝、第３位まで関西が独占し
た結果となった報告があり、上位者３名
が順次紹介されました。

　続いて、フューチャー会の新役員４名
の紹介があり、福重会長から今後の目標
と抱負についての発言がありました。
　懇親会は例年より増して和気あいあい

と交流を深めていただきました。

　最後に、三橋一弘副理事長による三本
締めにてお開きとなりました。

藪内前理事長・大阪府知事賞受賞

全国シーリンググランプリ　上位入賞者

フューチャー会新役員

懇親会　風景②

三橋副理事長・三本締め

中村日シ工材大阪支部長挨拶・乾杯

懇親会　風景①

通常総会
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　拝啓　盛夏の候、関西シーリング工事業協同組合様をはじめ、なにわ会様、賛助会員の
皆様には、常日頃より当工業会の運営にご協力を頂きまして、誠にありがとうございます。
　さて、日本シーリング材工業会では、2023年４月26日の第60回通常総会にて役員の改
選があり、前会長和田裕氏から新会長として大島幸雄氏が選出されました。当工業会の
今年度の主な活動は下記の通りでございます。
　また、大阪支部に於きましても役員改選があり、私、中村が、今春より前荒井支部長
の後任として互選頂きました。微力ではございますが、業界の発展に寄与して参りたい
と思いますので、前任者同様のご指導ご鞭撻を賜ります様謹んでお願い申し上げます。
　まずは略儀ながら、書面をお借りしてご挨拶申し上げます。

敬　具　
記

１ ．｢建築用シーリング材ハンドブック」を６年ぶりに発行しました。主な改定内容
は、①シリル化アクリレート系の追加 ②ガラス回りの目地設計を追加 ③Q&Aの充
実、となります。是非とも皆様にはご活用いただければ幸いでございます。
２ ．ISO国際会議への参加（ISO規格の策定として）
　 　ISO11600で定められている約30の規格に関する議論を行い日本の地位向上を図り
ます。2023年９月27日～９月28日にパリにて開催予定です。
３ ．2023年６月８日～10日に東京・大阪２会場でシーリング管理士・同技術管理士検定
講習及び試験を実施いたしました。

受 験 者 合 格 者 再受験者 再受験合格者

東　京
管　理　士 ４０ ３１ １６ １４
技術管理士 ６０ ５３ ７ ５

大　阪
管　理　士 ２２ １７ ０ ０
技術管理士 ３９ ３５ ０ ０

合　計
管　理　士 ６２ ４８ １６ １４
技術管理士 ９９ ８８ ７ ５

４ ．機関紙「&SEALANT」では工事業界皆様の情報・記事も取り入れて掲載致したい
と思います。

　以上４点を中心に微力ではございますが業界の発展に寄与できるよう活動して参ります。

日本シーリング材工業会大阪支部　
支部長　 中　村　武　彦

日本シーリング材工業会だより

日本シーリング材工業会だより
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盛夏の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
日頃から運営につきまして格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて新年度を迎え、フューチャー会も新体制がスタートいたしました。
多くの方々に会議にご参加していただき、とても有意義な会議ができていることに感
謝しております。
新体制の新しい試みといたしまして、関シ協を多くの方々に認知していただくべく
SNSを活用した活動に力を入れていきたいと考えております。
Ｓ－１グランプリや出前講座などの発信はもちろんのこと、今後新しいイベントなど
を実施したり、たくさんの方に関シ協について興味を持っていただきたい。
シーリング業界に携わる方々だけではなく、学生などこれからの社会で中心となって
活躍する若い世代に関シ協を知っていただきたいと考えております。
今は国民の大半がスマートフォンを持っている時代です。
現代の若者の情報源はほぼインターネットです。これを逃す手はありません。

建設業界の人手不足は非常に深刻です。人手不足によって職人の労務費は上昇を続け、
建設コストの増加にもつながっています。
その結果、コスト圧迫によって開発計画が頓挫する事例も見られます。
そのため若年層が建設業に触れる機会を増やし、「きつい・汚い・危険」といった
３Kイメージを払拭し、理解を深めてもらいたいです。
時代の波に乗り、SNSを通してフューチャー会の活動をより多くの方々に知っていた
だき若い世代の人材確保などに繋げていきたいと考えております。

初めての試みですので、まだまだ手探りではありますが、皆様のお力添えの程何卒よ
ろしくお願い申し上げます。
今後も皆様方のご希望に添うような運営を心掛けて参りますので、皆様には引き続き
ご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。

フューチャー会会長挨拶
福　重　　誠
(株式会社セイゴウ)

フューチャー会だより
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第25回フューチャー会通常総会

　第25回となるフューチャー会通常総会
が開催されました。
１．開催の年月日
　　令和５年５月16日　
　　午後３時30分から
１．開 催 場 所
　　大阪市西区北堀江１丁目１番24号
 四ツ橋・近商ビル10Ｂ
１．会 員 数　　42名
１．出 席 者 数　　41名
　（内訳：本人出席27名、委任状出席14名)
１．出席役員の氏名
　 　福重誠会長、埜田善将副会長、真野
晃平副会長、平井正法副会長
１．出席親会理事氏名
　 　三橋副理事長、萬谷副理事長、竹田
専務理事、西原総務担当理事
１．審議された案件は以下のとおり
　　第１号議案　令和４年度事業報告の件
　　第２号議案　令和４年度決算報告の件
　　第３号議案　役員改選の件
　　第４号議案　令和５年度事業計画
　　　　　　　　(案）の件
　　第５号議案　 令和５年度予算（案）

の件
　上記５議案について、満場異議なくこ
れを承認されました。

・福重会長挨拶

　本日は、お忙しい中ご出席いただきあ
りがとうございます。
　長い間、不安な状況が続いていました
が、ようやくコロナからの脱出の兆しが
見え始めたように思います。安全な生活
を送るためにも、引き続き感染対策と予
防に努めたいと思います。
　旧年度の役員の皆様、１年間大変お疲
れ様でした。新年度の役員の皆様、色々
と大変なこともあるかと思いますが、ど
うぞ１年間よろしくお願いします。
　フューチャー会会長としては、まだま
だ未熟な点が多々あるとは思いますが、
新年度も精一杯運営を行ってまいります。
先日、S1グランプリが無事に開催され
ました。

フューチャー会　全景

フューチャー会だより
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　全国各地からたくさんの参加者が切磋
琢磨し、真剣に作業をしている姿を見て、
まだまだ自分も負けていられないなと思
いました。これからの若い力を育てるた
め、精進してまいります。フューチャー
会の活動は会員の皆様の温かいご理解と

ご協力によって
成り立っていま
す。旧年度に続
きまして、新年
度も変わらずご
理解とご協力を
いただきますよ
う、どうぞよろ

しく、お願い申し上げます。

・三橋副理事長開会に際しての挨拶

　親会の行事への出席率が年々低下して
います。現時点において、フューチャー
会中心で関シ協が廻っていると言っても
過言でないかと思いますので、フュー
チャー会のメンバーが関シ協組合員の代
表であるべく、行動と行事を進めていた
だきたく、お願い申し上げて私の挨拶と
させて頂きます。

・西原総務担当理事　一言

 （５月26日より専務理事）

　ここ２、３年はコロナもあってなかな
か活動できていませんでしたが、今この
メンバーで、新たに活動していこうとし
ています。全国シーリンググランプリ

もありましたけど、次回からはフュー
チャー会でやっていただく方針としてい
ます。
　また、新たな事業としてSNS、今、親
会でも動き始めていますが、フュー
チャー会で実施した方がいいだろうとい
うことで、まだ具体案は出ていませんが、
フューチャー会でその事業を立ち上げて
関シ協の広報活動に寄与していただくと
いうことになっています。
　役員だけでは限界がありますので、こ
こにおられます各施工店様、各メーカー
様等において役員の後押しをお願いする
ものです。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

・竹田専務理事　一言

 （５月26日より副理事長）

　フューチャー会は基本的には事業運営
と交流がメインの組織となっています。
　これから１年間組合活動を通じて業界
発展に貢献してほしいという気持ちと、
各社から送り出されている立場の方は、
今、自分がやっていることは会社が喜ん
でくれるのかな、という目線を常にもっ
ていて欲しいと思います。
　事業運営を通して運営のスキルを磨い
たりとか、交流を通して見識を深めたり
とか、それを会社に持ち帰ってもらうの
が今、皆さんにとって一番大事な事と思
いますので、是非頑張って下さい。

福重会長　挨拶

フューチャー会だより



－　 －20

・萬谷副理事長　一言

 （５月26日より理事長）

　総会資料について見させていただきま
した、今回、親会もフューチャー会と同
様に役員改選があります。今回、いよい
よ藪内理事長が退任されることが決まっ
ています。
　今フューチャー会として活動しても
らっていますが、５月26日の総会で提案
しますが、
　ワンステップ上がって頂きたいと思っ
ています。その第一弾として、「フュー
チャー委員会を新設し、SNS等の事業を
積極的に活用していくということをまず
やって頂くこととなります。それ以外に
も総務、購買、活路開拓、技能検定、教
育、広報という親会の活動に参画してい
ただきます。
　５月26日の総会の後の理事会で新年度
の委員会活動が決まると思いますが、委
員会活動というのは、担当理事というの
はありますが、委員会活動は主に委員長
が招集する、委員長のサポートとして副
委員長があるという形となっています。
従って委員会活動に参画するだけでなく、
委員長、ないしは副委員長になって頂け
れば、フューチャー会の方が自ら委員会
を開催、招集できるということを頭に入
れていただきたいと思います。
　そして、活動活発化させていっていた
だければ、なんなり動いていくんではな
いかと思います。いよいよ若い世代の時

代になれば、変えていくところは変えて
もらっていいと思いますが、変えてはい
けないところもあります。例えば、技能
検定です。技能検定は昔から公平、公正
です。これは絶対に変えてはいけない、
いうメリハリをしっかりつけて、しっか
りと組合活動を勉強していただいて、時
代を背負っていただきたいと思いますの
で、今後ともよろしくお願いします。

・平井副会長　閉会の辞

　本日はご多忙の中、ご出席いただきま
して、誠にありがとうございます。
　全ての議案について、可決承認をいた
だき、無事総会を終えることができまし
た。
　ありがとうございました。これから新
しい体制となり、まだまだ不慣れな点が
たくさんあると思います、皆さんのお力
を借りなければならない状況が、もちろ
ん意見、ご相談とか役員にお話を頂きま
したら、それに対して考えていくことが
できると思いますので、よろしくお願い
いたします。
　これを以て、閉会の挨拶とさせていた
だきます。

フューチャー会だより
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学科講習会

１）日　時　　令和５年７月28日㈮
２）場　所　　エル・大阪（大阪府立労働センター）６階　大会議室
３）受講者　　１級 63名　　２級 ２名

ミニトライアル（実技講習会）

１）日　時　　令和５年８月５日㈯
２）場　所　　花博鶴見緑地ハナミズキホール
３）受講者　　１級 93名　　２級 ３名

技能検定実技試験

１）日　時　　令和５年８月６日㈰
２）場　所　　花博鶴見緑地ハナミズキホール
３）受講者　　１級 94名　　２級 ３名

各講習会とも、受講者全員、真剣な面持ちで受講していました。
また、技能検定実技試験本番では少し緊張気味ではありましたが、真剣に取り組んで
いました。
結果は、学科試験と合わせて令和５年９月29日㈮に発表予定です。

シーリング技能検定試験が実施されました

学科講習会

技能検定実技試験ミニトライアル

組合ニュース＆インフォメーション
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　今年度大阪で開催されたシーリング管理士受験に備えて関シ協では下記により日本化
成工業株式会社の松下氏を講師として事前講習会を開催しました。
　少人数の参加者となりましたが、参加者全員積極的に講師に質問する等非常に有意義
なものとなりました。

１．日　時　　令和５年６月２日㈮
２．場　所　　エル・おおさか（大阪府立労働センター）７階　701号室
３．スケジュール

時　　間 内　　　　容 備　　　考
9：00 ～ 9：30 ・受　付
9：30 ～ 9：40 ・開講挨拶

　関西シーリング工事業協同組合 理事：森本　美文
9：40 ～ 11：00 ・シーリング材の積算 講師：松下　公俊

11：00 ～ 11：15 ・休　憩

11：15 ～ 12：00 ・ 図面の見方と目地の拾い方 講師：松下　公俊

12：00 ～ 13：00 ・昼　食

13：00 ～ 17：00 ・ 図面の見方と目地の拾い方 講師：松下　公俊

休　憩

(14：45 ～ 15：00)

・質疑応答

参加者

氏　　名 会　社　名
1 木崎　知佳

シーレックス㈱
2 ポンチャントッチ
3 福重　　錬

㈱セイゴウ
4 荒木　堪志
5 岡崎　　航 ㈱大協建材
6 徳重　満久 徳重商会
7 山下　幹夫 山下技建

令和５年度 シーリング管理士受検の事前講習会開催

※参考写真（積算の講習風景：学科講習会)

組合ニュース＆インフォメーション
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行事予定・会員の動き

１）令和５年度行事予定

　〇関シ協　新年互礼会

　　年月日　令和６年１月17日㈬
　　場　所　ホテルモントレ大阪・難波

　〇関シ協　総会

　　年月日　令和６年５月24日㈮
　　場　所　ホテルモントレ大阪

２）組合員・賛助会員の動き

　〇退　会

　　令和５年３月末
　　　モメンティブ・パフォーマンス・
　　　マテリアルズ・ジャパン

　〇統廃合

　　令和５年４月１日
　　　 ㈱ダイフレックスとシーカ･ハマ

タイト販売㈱が統廃合され、新た
にシーカ・ジャパン㈱となる。

　〇会社移転

　　令和５年４月
　　　㈱高田工業
　　　・新住所
　　　　〒556-0023
　　　　大阪市浪速区稲荷１－12－12

　〇新社長

　　令和５年６月
　　　㈱大阪防水工業所
　　　　代表取締役　　佐伯　浩一
　　　　取締役会長　　佐伯　忠雄

組合ニュース＆インフォメーション
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皆様、日々の業務お疲れ様です。新型コロナウィルスも５類へ移行され感染拡大前の
生活が戻ってきました。また今年も暑い日々が続いており熱中症など体調面での管理を
しっかりされていることだと思います。くれぐれも事故や怪我には十二分に注意をして
いただき作業に従事してまいりましょう。
ご挨拶が遅れました私、新和化工株式会社の宮地智弘と申します。昨年の入社から１
年半ほどが経ちました。この１年半で防水工事の難しさ、シーリング工事の重要性を多
く学ぶことが出来ました。その中でも安全活動、KY活動、安全巡回について大変勉強
させて頂きました。最初は先輩の職人さんに対して安全啓発をすることに言いづらさや
戸惑いがありました。言わなくてもわかっているだろう。はじめのうちはこんな考えで
いました。そんな時に高所作業中にもかかわらず安全帯未使用で安易な考えの行動をと
る職人さんがいました。当時、現場監督から呼び出されて安全に対する考え方の甘さを
指摘して頂きました。「工事に対するミスはやり直せばいい。しかし安全を怠った事故
は取り返しがつかない。職人にも家族がいる。少しぐらいが大きな事故につながる。妥
協はしてはいけない。」監督から教えていただいたことは今でも忘れていません。以後、
安全巡回に対しては必ず安全啓発を行うようにしています。今まで災害や事故はありま
せんが今後も無事故無災害を継続できるようにまずは安全第一を実践していきたいと考
えています。関西シーリング工事業協同組合に関わる皆様、工事に携わるすべての関係
者の方も無事故無災害を常に心掛け、安全に対して妥協をされることがないように啓発
して終わります。
今日、一日何事もなくご家族のもとに帰りましょう。ご安全に!!

 新和化工株式会社　　宮　地　智　弘　

関シ協NEWS Vol.119
2023年９月発行
発行　関西シーリング工事業協同組合
　　〒540‒0012 大阪市中央区谷町4‒4‒13
　　　　　　　　（エフクレスト２階202号)
　　℡  06（6946）2226　℻  06（6946）2227
編集協力・印刷　川西軽印刷㈱

編　集　後　記
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関西シーリング工事業協同組合フューチャー会組織表
会　長 ㈱ セ イ ゴ ウ 福重　　誠
副会長 ㈱ 埜 田 建 商 埜田　善将
副会長 ㈱ 七 星 平井　正法
副会長 ㈱ A L T E 真野　晃平

委　　員　　会 委　　　　　　　員

総 務 委 員 会 委 員 長
副委員長

坂中　真二
埜田　善将

エマール工業㈱
㈱埜田建商

購 買 委 員 会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員

川瀬公太郎
平井　正法
田口　敏夫
森下　泰視
小林　弘成

山﨑工業㈱
㈱七星
㈱政岡工業
㈲朝日防水
㈱美作

活路開拓委員会
委 員 長
副委員長
委 員
委 員

廣瀬　永昌
植田　真一
松山　直生
小鯛　　力

㈱NS技建
㈱髙田工業
㈱松山工業
㈱大木技研

技能検定委員会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

坂口　正吾
徳重　満久
谷村　充功
濱田　直己
松島　清泰
赤瀬　孝司
佐伯　浩一

KSホーム㈱
徳重商会
㈱ミツケン
㈱ナオテック
㈱テイエム技建
㈱光シール
㈱大阪防水工業所

教 育 委 員 会
委 員 長
副委員長
委 員
委 員

恩田　　武
上田　順司
山内　俊輔
小畑　志登

㈱恩田工業
㈱大一防水工業
㈱大協建材
㈱東光商会

広 報 委 員 会

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員

新谷　伸彦
真野　晃平
藤田　和樹
薮内　優希
金田　大輔

宝シール工業㈱
㈱ALTE
㈱海人
阪南工業㈱
㈱ゴールデン技工

賛 助 会

委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

川西　竜平
佐野　将史
島　　考臣
小石川康弘
松山　太初
内堀　　魁
森浦　雄介
竹谷　直哉

ジャパンマテリアル㈱
サンスター技研㈱
サンセフティリース㈱
コニシ㈱
日本ビソー㈱
セメダイン㈱
シーカ･ジャパン㈱
カモ井加工紙㈱

な に わ 会

委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

西山　　竜
上田　康裕
戸倉　秀利
山田　　学
秋葉　知温
河村　康平
吉田　　拓

フヨー㈱
㈱前田精市商店
モリシタ化学産業㈱
㈱宮崎
アジック㈱
化研マテリアル㈱
㈱ツダ
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関西シーリング工事業協同組合
〒540‒0012 大阪市中央区谷町４丁目４番13号　TEL 06‒6946‒2226　FAX 06‒6946‒2227
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賛　助　会　員

𠮷
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なにわ会会員



　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門工

種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング工

事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をしてい

ます。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、多

情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、コ

ストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあうア

ンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を発行しています。

関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要



大阪支店・東京支店・名古屋営業所
札幌営業所・仙台営業所・埼玉営業所・横浜営業所・新潟営業所・長野営業所
南大阪営業所・神戸営業所・岡山営業所・福岡営業所・熊本営業所・沖縄出張所
大阪物流センター

支　　店　　：
営　業　所　：

物流センター：

日本の未来を、ジャパンが届ける。
ジャパン

過酷な外部環境に耐え続ける力。










